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論文内容の要旨
本論文は、さまざまな形態を付与した新しいタイプのオリゴチオフェンの創出とそれらの物性・機能の解明および
材料への応用を目的として行った研究結果をまとめたものであり、序論、本論 3 章および総括から構成されている。
序論では、本研究の背景、目的および意義について述べ、オリゴチオフェンの形態制御の重要性を示している。
第一章では、液晶形成能を有する新規オリゴチオフェンの創出を目的として、 βー位にアルキルアミド基を有する
一連の新規ターチオフェン誘導体を設計・合成し、それらがスメクチック液晶相を示すことを明らかにしている o さ
らに、置換基の種類や置換位置の異なる一連の新規ターチオフェン誘導体を設計・合成して分子構造と液晶形成能と
の相関を検討し、液晶形成に水素結合が関与していることを示すとともに、アルキルアミド基の置換位置やアルキル
鎖長が液晶形成能に与える影響を明らかにしているo
第二章では、新規発光性アモルファス分子材料の創製を目的として、チオフェン環を有する新規化合物を設計・合
成している。得られた分子が、高いガラス転移温度を有する安定なアモルファスガラスを容易に形成するとともにア
モルファス薄膜中で緑青色の蛍光を発することを明らかにしている o さらに、創出したアモルファス分子材料が有機
エレクトロルミネッセンス素子用の発光材料として機能することを明らかにしている。
第三章では、ゲル形成能を有するオリゴチオフェンの創出を目的として、 α-位にアルキルアミド基を有する一連
の新規オリゴチオフェン誘導体を設計・合成し、これらがいくつかの有機溶媒とゲルを形成することを明らかにする
とともに、分子構造とゲル形成能との相関を検討し、オリゴチオフェン骨格を有する低分子ゲル創出のための分子設
計指針を示している。各種スペクトルの結果から、ゲル形成にアミド基の分子間水素結合が関与していることを示す
とともに、キセロゲルの走査型電子顕微鏡観察を行い、ゲルの微細構造について知見を得ている。
総括では、得られた知見をまとめるとともに、今後の展望について述べている。
論文審査の結果の要旨
構造を制御したオリゴチオフェンは、導電性高分子ポリチオフェンのモデル化合物としてのみならず、新しい光・
電子機能性物質群として基礎・応用両面から活発に研究がなされているo 一般にオリゴチオフェンは結晶性であるが、
-445-
これに対して、液晶、アモルファスガラス、ゲルなどさまざまな形態をとりうる新規なオリゴチオフェンの創出は、
新しい物質系の創出とそれらの凝集状態における物性の解明の観点から重要であるとともに、新しい機能材料創製の
観点から興味が持たれる。
本論文は、さまざまな形態を付与した新しいタイプのオリゴチオフェンの創出とそれらの物性・機能の解明および
材料への応用を目的として行った研究結果をまとめたものであり、その主な成果を要約すると以下のとおりである。
(1)液晶形成能を有する一連の新規なターチオフェン誘導体を創出している。さらに、置換基の種類や置換位置の異
なる一連の新規ターチオフェン誘導体を設計・合成して分子構造と液晶形成能との相関を明らかにし、液晶形成
能を有するオリゴチオフェン創出のための分子設計指針を示している。
(2) チオフェン環を有するアモルファス分子材料を創出している。創出した分子が、高いガラス転移温度を有する安
定なアモルファスガラスを容易に形成するとともに、アモルファス薄膜中で緑青色の蛍光を発することを明らか
にしているo さらに、創出したアモルファス分子材料が有機エレクトロルミネッセンス素子用の発光材料として
機能することを明らかにしている。
(3) ゲル形成能を有する一連の新規オリゴチオフェン誘導体をはじめて創出するとともに、分子構造とゲル形成能と
の相闘を明らかにし、オリゴチオフェン骨格を有する低分子ゲル創出のための分子設計指針を提示している。さ
らに、ゲル形成に関与する分子間相互作用およびゲルの微細構造について重要な知見を得ている。
以上のように、本論文は、さまざまな形態(液晶、アモルファスガラス、ゲル)をとるオリゴチオフェンの創出な
らびにそれらの分子構造と液晶、ガラス、ゲル形成能との相関の解明、凝集状態における物性の解明、および材料へ
の応用に関して成果を挙げており、有機材料化学の発展に寄与するところが大きし、。よって本論文は博士論文として
価値あるものと認める。
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